
仕様

バイオ消臭剤　バイオスタート

JANコード QRコード

4560 204 26008 3

4560 204 26010 6

ビルメンテナンス会社、清掃会社、飲食店、宿泊施設、介護施設、公共施設、産業廃棄物処理会社　など	提案先

使用方法

商品名 商品写真

〇消臭効果が続かない 〇消臭効果が長続き

容量

20L

4560 204 26009 0

4L 4

1L 12

4560 204 26047 2

〇バクテリアの活性が持続するため、消臭効果が長続き

用途 ゴミ置き場、排水口、トイレ便器、嘔吐物、汚物、動物の死骸などの悪臭

〇塩素や酸を使わず、天然バクテリア主成分で安全性が高い

〇嘔吐物、汚物、生ごみ、動物臭などきつい臭いも元から分解

外観、香り　 白色液体、微香（フローラル系）

成分、液性 成分／バクテリア、界面活性剤　液性／中性

悪臭の発生源に直接スプレーして下さい。（空気中に噴霧するものではありません。）詳しい使用方法は裏面「用途別使用方法」をご参照願います。

メリット

試験データ 第三者専門機関でバクテリアの非病原性（人や環境に安全）が確認されています。

バイオスタート

他社品との違い 他社品（一例） バイオスタート

〇香りで悪臭をマスキングするだけ 〇バクテリアが悪臭を元から分解

〇腐敗臭に効果抜群〇腐敗臭に対して効果が弱い

入数

500ml 12

1

バイオスタートは天然のバクテリアを主成分にした新しい消臭剤です。バクテリアの有機分解作用でニオイの元から分解消臭します。今までの消臭剤は香りで悪臭をマス

キングするだけの商品や生ゴミやトイレのきつい腐敗臭に対して十分に効果を発揮しない商品も多くみられました。バイオスタートの主成分であるバクテリアは悪臭の原

因である有機物を栄養源として消化し持続的に分解消臭するため、今まで解決できなかった生ゴミ、トイレ、嘔吐物、動物臭などの悪臭トラブルを解決します。

内容成分
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内容成分

用途別使用方法

◼ ゴミ置き場 原液もしくは希釈液を床面、壁面にたっぷり噴霧します。

◼ 流し排水口 排水口に噴霧するか、排水口に直接100～200ml程度流し、数時間放置します。

◼ 厨房床 原液もしくは希釈液をヒシャクやジョウロで散布し、デッキブラシで洗い、水洗いします。

水を流せない場合は、床面に噴霧しモップでしっかり拭き上げます。

◼ おむつ 使用後のおむつに噴霧してから、ビニール袋等に入れて廃棄します。

◼ トイレ便器 便器内に直接噴霧します。男子便器の場合は目皿を開け100ml程度流し込みます。

バイオスタートはこんな方におすすめです

◼ きつい腐敗臭（生ゴミ、汚物、動物の死臭等）にお困りの方

→市販の消臭剤では対応できない腐敗臭にも効果的に働きます。

◼ 作業者や周辺環境のために安全な消臭剤を使いたい

→バクテリア主成分で人とお環境にやさしいので、安心してお使いいただけます。

◼ 消臭作業の回数を減らしたい

→バクテリアが活性し、消臭効果が持続するため、消臭作業の軽減につながります。

バイオスタート Q&A

Q どのような悪臭にも効くのですか？

A 化学薬品以外の有機物から発生する臭い（腐敗臭）に効果があります。

Q 効果的な使用方法を教えてください。

A 従来の製品のように空気中の臭いに散布するものではなく、悪臭の発生源に直接噴霧してください。

Q 希釈は出来ますか？

A 原液使用をおすすめしますが、広い場所などで使用するときは2～5倍に希釈してご使用ください。

〇バクテリア

バクテリアは別名微生物とも呼ばれ、大きさは約1,000分の1ミリ（1マイクロメートル）の小さな生き物です。（人の毛髪の太さ

（約0,1mm）のさらに100分の1の大きさ）・バクテリアは商品ボトルの中では、芽胞（殻）を形成し、休眠状態で保存されていま

すが、水や栄養源（汚れ）に触れることにより目を覚まし活性します。例えれば、植物の種を土（栄養源）に植え、水をかける

と殻を破り発芽するイメージです。・バクテリアは私たち人間が排出した汚れ（有機物）を栄養源として体内に取り込み、水と

二酸化炭素に変えていきます。栄養源を得たバクテリアは15～20分後に一度細胞分裂を繰り返します。・バクテリアには酸素が

ないと活性しないタイプ（好気性）や酸素がなくても活性できるタイプ（嫌気性）が存在しますが、弊社のバクテリアは好気性

及び通性嫌気性です。・バクテリアも生き物ですので、極度の低温、高温では活性しません。約５℃～60℃までが活性範囲です。

〇界面活性剤

非イオン系の界面活性剤を微量に配合しています。界面活性剤の働きで有機物が変化し、バクテリアがより早く消化できるというメリットがあります。


